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Strix4

Onl2thAugustl985，anadultLaysanAlbatrossDjb”｡””加測tzz6縦was

capturedaccidentallyonatimberroadabout3kminlandfromthePacificOceanin
ShizugawaMiyagiperfecture､Asthebirdseemedtobeexhausted,ｔｈｅａｕｔｈｅｒｆｅｄｉｔ

ｗｉｔｈｒａｗｆｉｓｈｅｄｆｏｒfivedays､Afterwards,ｔｈｅｂｉｒｄｗａｓｐｕｔｏｎａｆｉｓｈｉｎｇｂｏatonl7th

Augustandreleasedonl7thAugustandreleasedonthePacificocean(40.36'Ｎ,143.
19'Ｗ)bearingametalringlettered“Japanl20-00517'，．

６４TokamachiShizugawa-cho,Miyagi986-O7

1985年１０月３日受理

１．〒986-07宮城県本吉郡志津川町十日町64．（宮城県支部）

能登半島における

マヒワＱｚ沈加e姑幼加zfs家族群の観察

美馬秀夫１．時国公政２．国盛孝昭３

マヒワＱｚ忽姥姑Sp”恋は，日本産アトリ科のなかで最も小さい鳥で，多くは冬鳥として

秋に渡来し’数羽から数十羽の群れで生活し，春に北方へ渡去する．北海道では少数が繁

殖することが知られている（清棲1965，藤巻・川辺・飯嶋1980，日本野鳥の会1980，

高田・黒沢･三浦1981)．しかし，本州以南では繁殖記録はきわめて稀であり，巣立ち後

の幼鳥を認めた中西（1979)，湯浅，（1953)，清棲（1965)，交尾を観察した黒田（1948)，

繁殖期のさえずりを記録した日本野鳥の会（1980）などがあるにすぎない．

今回，筆者らは能登半島の柳田村で，巣立ち後間もない幼鳥を含むマヒワの家族群を観

察したので報告する.、

マヒワの家族群を観察したのは，1985年８月16日，２５日，２８日の３回である．

観察場所は，石川県鳳至（ふげし）郡柳田村合鹿（ごうろく）地内，能登半島の先端に
近い丘陵地で，現在，柳田村植物公園（仮称）として整備中の区域の一画である．３日と

も，ウメやモモ，サクラの若木が植栽されている草地の周辺で見られた．標高は約200ｍで

周囲はアカマツ林，コナラ林，水田となっている．

８月16日には，美馬と国盛が，マヒワ成鳥３１羽と巣立ち後間もない幼鳥４十羽を確認

した．他に，マヒワ卒ではないかと思われる成鳥１羽をみたが確認できなかった．幼鳥は

成鳥と行動をともにしていた．当日は，双眼鏡を持っていなかったため，肉眼での短時間

の観察であるが，７～８ｍの距離で見ることができたので，幼鳥は小さく，大きさで明ら
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図１．観察地の位批
Locationoftheobservationarea

＝

図３．マヒワの幼鳥．頭部，胸腹部は灰色で腹部には濃い
斑点がある．（1985.8.28時国）
Fig,3.JuvenilesofCsｶｶzzzs．

かに成鳥と区別でき，尾

羽は非常に短く，成鳥の

半分にも満たないことを

確認することができた．

また，幼烏の体色は全身

うすい灰茶色という印象

であった．飛溺力は乏し

く，成鳥のあとを追った

幼烏達は，パタパタと３

～４ｍ飛んで，草地にも

ぐりこんでいった．

８｝125日，国盛が同じ

場所でマヒワの家族群を

再発見し観察した．

８月28日早朝，時国と

国盛が，観察と写真撮影

のため現地調査を行い，

植栽されたサクラの薪木

に10羽から成るマヒワの

群れを見つけ，写真を搬

影した．翻早各１羽の成

鳥が識別でき，他の８羽

は体色にやや濃淡の差が

あるが，いずれの個体も，

頭部と胸から下腹部にか

けてがうすい灰茶色で，

胸部には濃色の縦斑が目

立ち，尾羽も成鳥と比べ

ると短かった．しかし，

８月16日に観察した巣立

ち後間もないひなという

様子とは全く異なり，１０様子とは全く異なり，101i余りの間にすっかり成長していた．群れは蒋戒性に乏しく，サ

クラの実や草の種子を食べる様子をゆっくり観察することができた．

また，当日，付近の農家の人（鳥の識別にかなり詳しい）と植物公卿の工事関係者から，

夏の早い頃からマヒワが居つづけている，という備報を得た．

以上のことから,柳田村.の観察地でマヒワが繁殖したものと考えられる‐
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Strix4

ThesiskinQz流睡姑妙加拠sisacommonwintervisitorinJapan,Asmallpopulation

breedsinHokkaidobutthereareveryfewbreedingrecordsinHonshu・InAugustl985，

Wefoundtwosiskinadults(maleandfemale)andseveraljuvenilesonthemarginof

agardenwoodsinYanagida-mura,NotoPeninsula､Thejuvenileshadpalegrayish

brownfeathersandshorttails・Theyflewaftertheadultsbutcouldｎｏｔｆｌｙｖｅｒｙｆａｒ・

Apparentlytheywereafamilyandhadbredneartheobservedarea、

１．４－１１－４２wakunami,Kanazawa９２０．

２．６２mabuOtsuTatsuruhama-machi,Kashima-gun929－２１．

３．villageoffice,Yanagida-mura,Ｆｕgeshi-gun928-03．

1985年10月８日受理

１．〒920金沢市涌波4-11-42．（石川支部）

２．〒929-2l鹿島郡田鶴浜町大津マ部62．（石川支部）

３．〒928-03鳳至郡柳田村商工観光課．．

宇部市におけるホオジロハクセキレイ

ｊＭｂ"α肋αﾉ6α伽c”sだの繁殖

村田省吾'・原田量介２

1983年７月と1984年６月に山口県宇部市川上男山(33.59'Ｎ，131.16'Ｅ）でホオジロハク

セキレイjMb虹Ｃｆ"kza必ａＬｅｚ"”sisの個体を観察したが，営巣個所は確認できなかった．

その後，1985年５月１日，同地点で，営巣場所を確翌したので報告する．

営巣環境は広大な真砂土の採取地で，採土の際に出た花間岩（直径約30cm）が，その採

取地の一角に山積されているその隙間であり，巣は地表より岩石の間，約50cm下であった．

その周辺に営巣するキセキレイノＭｃ力ze7Ezz，セグロセキレイ肱gﾌ泣祁鑓の営巣位置は，切土

あとの小さな岩棚，軒先や瓦の間隙などで，比較的浅く目につき易い位置にあるが，これ

らとはかなり異なった個所であり，巣材はキセキレイに見られる獣毛，こけ類の多量使用


